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雑談におけるヲ格動詞を述語とした無助詞文
―名詞（句）の出現位置・種類別による分析に基づき―
苅　宿　紀　子　　
1．はじめに
文章においては，助詞が使われずに名詞と述語とが直接結びつく文はほとんど出現しないが，談
話においては，助詞が使われていない文がしばしば出現する。助詞が使われていない文には「文体
的な価値は除き，助詞を入れても文全体の意味が変わらない文」と「どの助詞を入れても文全体の
意味が変わってしまい，その文の意味を表すためには助詞が使えない文」とがある。
本稿では前者を「助詞の省略」，後者を「無助詞文」と呼び，ヲ格動詞を述語とした用例について，
その分類を試みる。「無助詞文」とは，格助詞「を」を入れると排他の意味が，係助詞「は」を入れ
ると対比の意味が出てしまい，助詞を入れると文全体の意味が変化してしまう文のことである。「無
助詞文」で問題にしているのは文法的に助詞が入れられるかどうかではなく，あくまで「文全体の
意味」である。「助詞の省略」と「無助詞文」の相違の詳細は別稿（苅宿（2012））を参照されたい。
本稿の目的は，ヲ格動詞を述語とした助詞が使われていない文の中で，その文の意味を表すため
には格助詞「を」も係助詞「は」も使えない「無助詞文」を抽出し，「無助詞文」とはどのようなタ
イプの文であるのかを考察することである。
2．先行研究
松田（2000）では，目的語名詞を疑問代名詞，語彙名詞，代名詞，名詞節の 4 つの統語的カテゴ
リーで分け，ゼロ形の分布を調査している。また，目的語名詞句を新情報，推測可能，既用に分け，
情報性によるゼロ形の分布を調査している。
松田（2000）の「ゼロ形」とは本稿の「助詞の省略」と「無助詞文」とが両方含まれた用語であり，
両者の違いについては考察されていない。助詞が使われていない文は談話に特徴的な言語形式であ
るが，談話の特徴を明らかにするためには，「助詞が使えない文」を考察することが重要である。そ
れは，助詞が使えない「無助詞文」こそ，談話ならではの「文」であるからである。従って，本稿
では松田（2000）のいうゼロ形の中で「無助詞文」を抽出し，考察することにした。
また，松田（2000）の情報性による分類では「新情報」「推測可能」「既用」という観点が用いら
雑談におけるヲ格動詞を述語とした無助詞文　―名詞（句）の出現位置・種類別による分析に基づき―（苅宿）138
れているが，作業過程においてそれぞれの名詞がいずれにあてはまるのかを判断することは非常に
難しいと考えたため，本稿では新たな作業手順を設け，調査を行うこととした。
黒崎（2003）では，本稿のいう「助詞の省略」と「無助詞文」とを分けて考察し，「無助詞文」を
次の 7 種に分けている。①聞き手の情報を求める文，②聞き手への要求を表す文，③話し手，聞き
手が主題の文，④眼前の事象について述べる文，⑤現象描写文の疑問文，⑥特別な表現，⑦新しい
話題の新規導入文。黒崎（2003）の分析はガ格述語とヲ格述語とを合わせて分析しているが，ガ格
項とヲ格項とではとりうる名詞の種類にも相違があると考えられる。従って，本稿ではガ格とヲ格
とを合わせて分析せず，ヲ格述語に分析の対象を絞り考察する。
また，黒崎（2003）において，②の「聞き手への要求を表す文」以外にヲ格の用例が説明されて
いるのは疑問文や特別な表現だけであり，平叙文の分析は②以外にはほとんどなかった。しかし平
叙文にも「無助詞文」はあると考えたため，本稿では平叙文を調査の対象とすることとした。
3．調査にあたって
3.1　資料
現代日本語研究会（1999）『女性のことば・職場編』ひつじ書房　雑談 6500 発話
現代日本語研究会（2002）『男性のことば・職場編』ひつじ書房　雑談 4967 発話
本稿で「雑談」として扱う談話は，資料上で「雑談」と書かれているものである。本稿において［女
性］は『女性のことば・職場編』，［男性］は『男性のことば・職場編』を表す。
用例中の発話前の番号は各資料の発話番号であり，発話の後の番号は話者番号である。Φ記号，
□囲み記号，– 略 – 記号，用例中の下線はすべて本稿の筆者によるものである。　　線は当該名詞（句）
と同じ名詞（句）が用例部分よりも前にも出現していることを表す。　　線は用例の考察と関連の
ある箇所を表す。
3.2　調査対象
助詞「を」が担う格関係にある名詞と動詞との結びつきを調査対象とし，助詞がない用例につい
ては本稿では「Φ」を用いて表した。その中で以下のⅰ〜ⅵの項目に関しては調査の対象外とした。
ⅰ 助詞がない用例については，助詞を入れるとしたら「を」であるのか「は」であるのかというこ
とは問わず，ヲ格相当をすべて用例とした。ただし副助詞等が使われている用例は「助詞がない例」
「を」「は」とは意味が異なるため，対象外とした。
ⅱ ヲ格と考えられる名詞でも，述語が省略されて資料上に現れなかったものは対象外とした。
ⅲ 漢語サ変動詞については「数学を勉強する」，「数学勉強する」の場合，「数学」と「勉強する」の
ような関係は例として採集した。しかし，「勉強する」の「勉強」と「する」との関係は例として
採集せず，対象外とした。
ⅳ 「裏をかく」や「気をつける」「風邪をひく」のような，ヲ格を用いていても動詞の意味が弱く，
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格の分類にあてはまらない表現や，「〜を逆手にとる」のようなヲ格を要求する慣用的なまとまり
についても，対象外とした。
ⅴ 用例部分を含む一つの発話に聞き取り不明の箇所がある場合は，調査の都合上，対象外とした。
ⅵ 疑問文，倒置文は平叙文とは異なる問題を含んでいるため本調査では対象外とした。稿を改めて
考察したい。
3.3　作業方法
①名詞と動詞との関係からヲ格を認定し，助詞が使われていない例，間に格助詞「を」，係助詞「は」
が入っている例を採集する。
②①で採集した例のうち，助詞が使われていない名詞（句）を，主節相当のグループと従属節相当
のグループとに分類した。「無助詞文」であるかどうかには，当該名詞（句）が文の主題であるか
どうかが関わっていると考えたためである。
　従属節はまず「後続文あり」と「後続文なし」のグループに分けた。従属節で「後続文あり」のグルー
プは南（1993）を参考に，さらにＡ類・Ｂ類・Ｃ類に分けた。
Ａ～ナガラ〈平行継続〉，～ツツ，～テ 1「首ヲカシゲテ走ル」，連用形反復
Ｂ～テ 2〈継起・並列〉，～ト，～ナガラ〈逆接〉，～ノデ，～ノニ，～バ，～タラ，～ナラ，
～テ 3〈原因・理由〉，～連用形，～ズ（ズニ），～ナイデ，
Ｃ～ガ，～カラ，～ケレド，～シ，～テ 4（提題の～ハ，陳述副詞などを含むもの）
　後続文がある従属節の中で，Ｃ類は独立性が高く，主題の「は」が構成要素となりうる従属節で
あるため，後続文があっても主節相当のグループに分類した。また従属節で「後続文なし」の例
も一文相当の独立性を有していると考え，主節相当のグループに分類した。
連体修飾節は従属節相当のグループに分類した。
主節相当のグループ：主節，後続文があるＣ類の従属節，後続文がない従属節
（主節）
【例 1】4423　最初ねー，それΦ買ったんですよ。10 Ｃ［男性］
（後続文があるＣ類従属節）
【例 2】3460　牡蠣雑炊Φ食べたんですけどー，おいしかったんです。08 Ｇ［男性］
（後続文がない従属節）
【例 3】5458　〈笑いながら〉わんちゃんの名前Φ，書いとけばー。〈笑い〉10 Ａ［女性］
従属節相当のグループ：後続文があるＡ類・Ｂ類の従属節，連体修飾節
（後続文があるＢ類従属節）
【例 4】8687　いやー，もー玄関Φ開けたら，もー全部うーんて見えちゃうんですよ。
　　　　　　　17 Ｄ［男性］　　　　　　　　　　　　　　　
雑談におけるヲ格動詞を述語とした無助詞文　―名詞（句）の出現位置・種類別による分析に基づき―（苅宿）140
（連体修飾節）
【例 5】459　いつもなんか，ぐちゅぐちゅぐちゅぐちゅ鼻Φすすってる人。01 Ａ［男性］
③助詞が使われていない名詞（句）のうち，一発話中の格成分の中で後ろの方に出てくる名詞（句）
は助詞の有無で文全体の意味が変わらず「無助詞文」にはならないと考えた。これも無助詞文の
当該名詞（句）が文の主題と関わっていると考えるためである。
　②の作業で分類した主節相当のグループの用例で当該名詞（句）が文頭に出現したか，文頭以外
に出現したかで分類を行った。その分類基準として当該名詞（句）の前に格成分の名詞や従属節
があるかどうかを見た。従って，当該名詞（句）の前に，フィラーや副詞があっても，当該名詞（句）
は格成分のはじめにでてくるものであり文頭であると判断した。
（文頭）
【例 6】6469　東京バナナΦ食べましたよ，わたし。13 Ｉ［男性］
【例 7】2179　→うーん，←あんまりここΦあけたくないから。05 Ａ［女性］
【例 8】7418　だって，すごいことΦいってたよねー。13 Ｂ［女性］
（文頭以外）
【例 9】8016　わたしの無知をさかてにとっていろんなことΦゆわないで。14 Ｈ［女性］
④助詞が使われていない名詞（句）の用例のうち，②と③の作業後に残った用例を内省を元に「無
助詞文」か「助詞の省略」で分け，更にそれぞれの下位分類をした。「無助詞文」と「助詞の省略」
は境界が曖昧な部分もあるが，全用例の中から格助詞「を」や係助詞「は」を入れるとはっきり
と文全体の意味がかわり「無助詞文」であると言える用例を抜き出し，それ以外を「助詞の省略」
とする，という方法で「無助詞文」と「助詞の省略」の仕分けをした。
4．調査結果と考察
4.1　本調査における全用例の分類
【表 1】助詞が使われなかった場合に「助詞の省略」になる文タイプと「無助詞文」になる文タイプの分類ձᚑᒓ⠇ 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表中のパーセンテージの数値は小数点以下第一位を四捨五入した数値である。
3.3 作業方法で述べたように助詞がない例を分類した後，「を」「は」の例について助詞がない例の
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分類基準に合わせて分類した。その結果が【表 1】である。助詞がない例 335 例中，12％にあたる
39 例が「無助詞文」の例であった。
「無助詞文」に分類した文タイプにも「を」や「は」が使われている例が出現している。例えば「⑦
主節 / 文頭 / 普通名詞（定）」の場合，「を」が 11 例，「は」が 6 例出現しているが，いずれも「を」
は排他，「は」は対比を表していた。後述の【例 34】〜【例 37】のような例である。つまり，「無助
詞文」とした文タイプで助詞が使われた場合には「排他」や「対比」の意味が付加されるため，助
詞が使われていない場合とは文全体の意味が異なるということになる。従って，本調査で「無助詞文」
とした文タイプと同様の文タイプで助詞が使われている用例が出現しても，「無助詞文」の認定に矛
盾は生じていないということである。
4.2　助詞の省略
まず助詞の有無では文全体の意味が変わらない「助詞の省略」から見ていく。
①助詞の省略　従属節
【例 10】8687　いやー，もー玄関Φ開けたら，もー全部うーんて見えちゃうんですよ。
17 Ｄ［男性］
【例 11】7319　誤解なのよ，あなた，お弁当Φ買って来ることぐらい誰でもたいしたことないじゃ
ん，ぜんぜん。　13 Ｂ［女性］
【例 12】10113　→だけど←，だけど，実際，わたしたちの旅行の時間とかを考えると，
　　　　　　　　　（そうなのそうなの　他者（女））そんな時間がないから，（そう　他者（女））
　　　　　　　　　まあ両方行くことはあんまりないかなーって★ゆう。　17 Ａ［女性］
【例 10】【例 11】は格助詞「を」を入れても文全体の意味が変わらないと判断した。【例 12】は「①
助詞の省略　従属節」に分類した文タイプの例のうち助詞が使われていた例だが，【例 12】は逆に格
助詞「を」をとっても文全体の意味が変わらないと判断した。独立性が低く，一文相当の機能を持
たない従属節中では，格助詞が使われても使われなくても，文全体の意味は変わらないと考えられる。
②助詞の省略　主節 / 文頭以外
【例 13】532　→沖縄←どう，どうなったの。　02 Ａ
　　　　533　ジャックのあれでー，一緒に行ったら遊べるのかと思ったらー，（うん　Inf（女））
その，ツアーに参加しなきゃだめなようなことΦゆわれたから。　02 Ｃ［女性］
【例 14】4009　→電気つけようと←思って手をのばしてぱちんとやろうと思ったらここにあった
のよ。　08 Ｐ
　　　　4010　なるほどねー。　08 Ｉ
　　　　4011　だから，ふざけとかさ，悪さじゃないでしょ。　08 Ｐ
　　　　4012　うーん。　08 Ａ
　　　　4013　もう，わたしも心Φ痛めちゃってさあ。　08 Ｐ［女性］
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【例 15】4379　昔はぼくはー，田舎にいるころはもー，井戸に，自分のうち（家）の中に井戸の
水があって，これでー，ポンプで汲み上げてたんだもんねー。10 Ａ
　　　　4380　いや，昔はみんなそうですよ。　10 Ｃ
　　　　4381　その水が一番うまかった。　10 Ａ
　　　　4382　昔は＃＃＃。　10 Ｃ
　　　　4383　うーん。　10 Ａ
　　　　4384　井戸の中でスイカを入れといたりさー。　10 Ｃ［男性］
【例 13】【例 14】は格助詞「を」を入れても文全体の意味が変わらず，【例 15】は格助詞「を」をとっ
ても文全体の意味が変わらないと判断した例である。一発話内の格成分のうち，後ろの方に出現す
る名詞（句）については，助詞の有無で文全体の意味を変化させることはないと考えられる。
③助詞の省略　主節 / 文頭 / 準体助詞
【例 16】4463　いやー，1 キロワットぐらいあると思うな。　10 Ａ
　　　　4464　そこまである↑　10 Ｃ
　　　　4465　いやまー，ああゆうのΦ知らないけどー。　10 Ａ［男性］
【例 17】2575　やっぱり才能あるんだなー。　06 Ｃ
　　　　2576　そーそー，だてにー，だてに変な人じゃない。〈笑い　複数〉　06 Ｄ
　　　　2577　本人見ると怪しいんだけどー，｛はあー　（06 Ａ）｝こうゆうのを見てるからねー，
やっぱりぼくは尊敬する〈笑い〉。　06 Ｄ
　　　　2578　へえー。　06 Ａ
　　　　2579　怪しいですよねー，｛うーん　（06 Ｄ）｝本人はねー↑　06 Ｃ［男性］
【例 16】は格助詞「を」を入れても文全体の意味が変わらず，【例 17】は格助詞「を」をとっても
文全体の意味が変わらないと判断した。本調査では準体助詞の例が少なかったため，再考の余地は
あるが，本調査で出現した用例に関しては，助詞の有無では文全体の意味が変わらないと考えられ
たため，「助詞の省略」に分類した。
④助詞の省略　主節 / 文頭 / 普通名詞（その他）
【例 18】2105　結局また，あとでさあ，あのー，もういちどおんなじこと繰り返してやらなくちゃ
なんなくなっちゃうのよ。　05 Ａ
　　　　2106　ほんっとに，なんかもう贅沢な，仕事のしかただとあたし思うよね，彼らのやっ
てんのって。　05 Ａ
　　　　2107　もっと合理化しなくちゃ。　05 Ａ
　　　　2108　頭Φ使ってさあ。　05 Ａ［女性］
【例 19】319　なに，それ↑　01 Ａ
　　　　320　うん↑　01 Ｄ
　　　　321　今の顔。　01 Ａ
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　　　　322　ふふん。　01 Ｄ
　　　　323　考えごとΦしてたんだよ。　01 Ｄ［女性］
【例 20】10666　なんか，なんか踊ってましたよ↑　18 Ｃ
　　　　10667　＠〈笑い・複〉　18 多
　　　　10668　音楽をかけてぇ。　18 Ａ
　　　　10669　なんかタイ，タイの子がい，タイの子かなぁ，タイの女の子がいて，タイのダ
ンスみたいの’とかなんかやってました，よく分かんないけど。　18 Ｃ［女性］
【例 18】【例 19】は格助詞「を」を入れても文全体の意味が変わらず，【例 20】は格助詞「を」をとっ
ても文全体の意味が変わらないと判断した例である。助詞が使われていない普通名詞のうち，はっ
きりと「無助詞文」であると判断できたものを除き，残った用例をこの「④助詞の省略　主節 / 文
頭 / 普通名詞（その他）」に分類した。これらの例の「頭」「考えごと」「音楽」というのは，話し手
と聞き手との共有知識の中にある「具体的なもの」ではない。お互いに理解している「あの頭」「あ
の考えごと」「例の音楽」などということではなく，これらの名詞は一般的な概念として使われてい
る。これらの例のような，話し手と聞き手との共有知識による意味的な付加のない普通名詞の場合，
助詞の有無で文全体の意味が変わることはないと考えられる。
以上に見てきたように「助詞の省略」の文タイプの場合，助詞が使われていても使われていなく
ても文全体の意味は変わらなかった。
4.3　無助詞文
次に，助詞を使うと文全体の意味が変わってしまう「無助詞文」の用例を見ていく。
⑤無助詞文　主節 / 文頭 / 代名詞・指示詞つき名詞
【例 21】2834　これΦ食べて。　07 Ｂ
　　　　2835　いらない。　07 Ａ
　　　　2836　おみやげ。　07 Ｂ
　　　　2837　わたし，食べていいですか↑　07 Ｆ
　　　　2838　うん，これね。　07 Ｂ
　　　　2839　わたし〈笑いながら〉ちょっと，朝ご飯が足りなかったんで。　07 Ｆ［男性］
【例 22】1095　この端末Φやっちゃおー，バージョンアップー。03 Ａ［男性］
【例 23】3956　えーと，ちょっと待ってね。　08 Ｑ
　　　　3957　じゃあ，これ持っていく↑　08 Ｑ
　　　　3958　あっこれ，（うん　Inf（女））こっちか，（うん　Inf（女））見たほうがいいな。
08 Ｑ
　　　　3959　うん。　08 Ａ
　　　　3960　これあげる，でー。〈言いさし〉　08 Ａ
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　　　　3961　あ，そう，（うん，うん　Inf（女））じゃこれをもらって。08 Ｑ
　　　　3962　はい。　08 Ａ［女性］
【例 21】【例 22】は格助詞「を」を入れると排他の意味が，係助詞「は」を入れると対比の意味が
出て，文全体の意味が変わると判断した例である。例えば，【例 21】は「を」を入れると「その場に
あるいろいろなものの中から，他でもないこれ」という排他の意味が含意され，「は」を入れると「他
のものは食べなくてもよいから」という対比の意味が含意されると考えられる。
【例 23】は同じ文タイプで助詞が使われていた例であるが，当該部分の前の発話で「これ持ってい
く↑」「あっこれ，こっちか」など，いくつかあるものの中から選択していることを伺わせる会話が
なされている。この例の当該部分「これをもらって」の「を」には排他の意味が含意されていると
考えられる。
代名詞や指示詞つき名詞が無助詞になりやすいことは大谷（1995 ｂ）や黒崎（2003）などの先行
研究でも述べられているが，本調査でも同様の結果となった。
⑥無助詞文　主節 / 文頭 / 形式名詞
【例 24】7922　旅行ですよねー，旅行★とかいって，もう早く帰りたそう。　13 Ｂ
　　　　7923　→あしたもあるし，きょうもあるし，←今夜もあるし。〈笑い〉　13 Ａ
　　　　7924　そんなことΦゆってないわよー。　13 Ｃ
　　　　7925　烏山に心はとんでる。　13 Ａ［女性］
【例 25】10297　やっぱりこれは仙台ツアーに，北海道を組み込むしかないかもしれないな。
17 Ａ
　　　　10298　仙台ツアーなんてあるんですか。　17 Ｊ
　　　　10299　＠〈笑い〉　17 Ａ
　　　　10300　や，そうゆうことをきのう，［名字］さん，〈笑い〉このへんでゆってた。
　17 Ａ［女性］
【例 24】は格助詞「を」や係助詞「は」を入れると文全体の意味が変わると考えた例である。本調
査では形式名詞の用例が少なかったが，6 例中 2 例が「そんなことゆってない」という例であり，よ
く使われるまとまりであることも関係している可能性がある。今後資料を増やして検討したい。
【例 25】の「そうゆうこと」は「仙台ツアーに北海道を組み込むという特殊な話」を指しており，
当該部分の格助詞「を」は排他の意味となっていると考えた。
⑦無助詞文　主節 / 文頭 / 普通名詞（定）
本調査の結果，普通名詞でも主節において文頭で使われると，「無助詞文」になる例があることが
わかった。大谷（1995 ｂ）では「発見の状況においてヲ格の名詞が旧情報である場合」に「を」も「は」
も使えない文になると述べられており，この大谷（1995b）の記述に関する例には普通名詞で平叙文
の例も出現した。しかし，本調査では，「発見の状況」ではなくても普通名詞が平叙文で使われた場
合に「無助詞文」となる例があった。以下，考察したい。
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【例 26】5000　いやあ，ちょっと時間が長すぎて，＃＃＃顔見ることができなくて残念でした，
★テレビの。　10 Ｃ
　　　　5001　→ああ，テレビ。←　10 Ａ
　　　　5002　いちお，テレビ見てました↑　10 Ａ
　　　　5003　えっ，いちおう，テレビΦ見てました。　10 Ｂ
　　　　5004　ええ。　10 Ａ
　　　　5005　つけてたのね。　10 Ａ
　　　　5006　つけてた。　10 Ｂ
　　　　5007　10 時 15 分すぎだったわね，出演は。〈笑い〉　10 Ａ［女性］
知り合いがテレビ出演することがわかっていた人同士での会話で，「テレビ」というのはそのテレ
ビ番組を指している。庵（1998）によると「発話時以前に名詞句の指示対象が聞き手に同定されて
いる（と話し手が想定する）場合，その名詞句は定であり，それが聞き手に同定されていない（と
話し手が想定する）場合，その名詞句は不定である。」と定義されている。庵の定義から考えると，
この発話の「テレビ」という名詞は「定」の名詞ということになる。また，用例部分は質問の答え
になっており，前の発話にも「テレビ」が出てきており，やはり定の名詞であるといえる。
格助詞「を」を入れると他にも見るものの選択肢がある中で，テレビを選んで見た，という排他
の意味になってしまうし，係助詞「は」を入れると，テレビは見ていたもののその番組は見ていなかっ
たというような対比の意味になってしまう。文全体の意味を変えずに助詞を入れることはできない。
【例 27】6466　だって，東京の人が東京バナナ食べるかってゆうと。　13 Ｈ
　　　　6467　あ，そー，食べないですよね。　13 Ｉ
　　　　6468　文明堂のカステラとかはあんまりねー。　13 Ｈ
　　　　6469　東京バナナΦ食べましたよ，わたし。　13 Ｉ
　　　　6470　東京バナナ↑　13 Ａ
　　　　6471　食べさせられましたよ。　13 Ｉ［男性］
この用例もすでに「東京バナナ」の話が出ているため，用例部分の「東京バナナ」は定の名詞である。
「東京の人は食べないと思われているその東京バナナ」という聞き手との共有知識における「東京バ
ナナ」を指している。
格助詞「を」を入れると他にも選択肢がある中で，あえて「東京バナナ」を選んで食べたという
意味になり，係助詞「は」を入れると，「文明堂のカステラ」など他の菓子は食べていないが「東京
バナナ」は食べたという対比の意味になるため，助詞が使われていない場合とでは文全体の意味が
変わってしまう。
【例 28】3925　あ，フランス語でしたー↑　09 Ｌ
　　　　3926　フランス語ですよ，やっぱり。〈笑い　複数〉　09 Ｌ
　　　　3927　数字もアンドゥートロワーまでしか覚えてないすけどね。
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　　　　　　　〈笑い　複数〉　09 Ｌ
　　　　3928　よん（4）は，4 からもう★覚えてない。　09 Ｌ
　　　　3929　〈笑いながら〉→やったんかー，←って感じだよね。　09 Ｍ
　　　　3930　アンドゥートロワー。　09 Ｌ
　　　　3931　数字Φ覚えてないなー。　09 Ｋ［男性］
この当該部分の「数字」は「フランス語の数字」を表しており定の名詞である。また 3931 の発
話の前からフランス語の数字の話をしているため，その点からも定であるといえる。この例の「Φ」
の部分に格助詞「を」を入れると，いくつか選択肢がある中で「数字」を選んで述べたという排他
の意味になり，係助詞「は」を入れると，「数字以外のフランス語は覚えているが」という対比の意
味を含意し，文全体の意味が変わると考えられる。
【例 29】1232　チケットは発売になってんじゃ★ないのー↑，全部。　03 Ａ
　　　　1233　→発売に←なってる，えーとねー，全部ねー，10 月 3 日まで＃＃＃＃。
　　　　　　　〈間　5 秒〉　03 Ｂ
　　　　1234　長嶋続投決まっちゃったしなー。　03 Ａ
　　　　1235　おれ，長嶋，もう終わりだとかゆうと，最後，消化試合とかも，もーすげー，盛
り上がるんだけどなー。　03 Ａ
　　　　1236　原の引退試合↑Φ，見損なっちゃったからなー。　03 Ａ
　　　　1237　原の。　03 Ａ
　　　　1238　最後，広島戦かなんかのさー。　03 Ａ［男性］
「原の引退試合」についてはこの発話の前には出てきていないが，この名詞は上昇イントネーショ
ンで発音されており，話し手は聞き手に対して「原の引退試合」を知っていることを確認している
と考えられる。【例 26】〜【例 28】とは違い，当該部分の前に「原の引退試合」の話はなく，用例
部分が話題のはじめであるが，この用例も定の名詞であるといえる。
格助詞「を」を入れると他の選手の引退試合も含めた選択肢の中で，特に「原の引退試合」に関
して選んで述べる排他の表現となり，係助詞「は」を入れると，「他の選手の引退試合は見たが」と
いう対比の意味となる。
【例 30】7906　楽しいわー，楽しいわー，とかいってた。　13 Ｂ
　　　　7907　そうねー，だから，素直じゃない↑，なんか。　13 Ｃ
　　　　7908　＠〈笑い〉　13 Ａ
　　　　7909　［名字］くん，そうお，とかいって。　13 Ｃ
　　　　7910　でも，そのわりにー，はやく帰らないのかしら★，困るのよー＃＃＃＃。　13 Ｂ
　　　　7911　＠→★〈笑い〉←　13 Ａ
　　　　7912　→時計Φ見てないわよー。←　13 Ｃ
　　　　7913　見てたじゃない，ちらちら。13 Ｂ
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　　　　7914　そろそろねー，とかいって。　13 Ｃ
　　　　- 略 -
　　　　7930　→だから，話を，話を←別の話にもってったじゃ★ないのー。　13 Ｂ
　　　　7931　→はー，←別の話にもってかなくて，切り上げていいのよー。　13 Ｃ
　　　　7932　そうね，じゃ，そろそろね，★［名字］ちゃん，っていえばいいの。13 Ｃ　［女性］
この用例の「時計」は，前の発話には出てきておらず，用例部分が話題のはじめであるが，当該
部分の前に「でも，そのわりにー，はやく帰らないのかしら，困るのよー」という発話があり，時
間を気にしているということがわかる。また後ろの発話にも「そろそろね」「切り上げていい」といっ
た内容があり，やはり時間を気にしているということがわかる。話し手と聞き手との間では，発話
者 13 Ｃが時間を気にしているということが共有知識としてあり，また一般的にも時間を気にしてい
ると「時計を見る」ということから，「時計」が定の名詞として使われていると考えた。
この用例部分に格助詞「を」を入れると「他でもない時計を」という排他の意味になり，係助詞「は」
を入れると「時計以外のものは見たが」という対比の意味になると考えた。
【例 31】6858　あー，部屋の鍵Φ忘れた。　14 Ｄ
　　　　6859　あー，ごめん，わたしがそこに乗っけたからさー。　14 Ｇ
　　　　6860　あーあー，違うんです，忘れないようにしようと思って，すっかり忘れたんです。
　14 Ｄ［男性］
【例 31】は鍵を忘れたことを思い出したという発話である。この発話の前には「部屋の鍵」の話は
なく，この用例部分が話題のはじめであるが，6859 の発話で聞き手が「わたしがそこに乗っけたか
ら」と発言している。話題のはじめに出てきた名詞であるが，話し手と聞き手との間には「部屋の鍵」
について共有知識があったということであり，これも定の名詞であると考えた。
この例の場合，他でもない大事な部屋の鍵を忘れた，という意味で排他の「を」を入れても「Φ」
のときとは文全体の意味は異なるものの，文意は通じる。しかし，「を」を使わない方が現場密着的
な表現になるのではないか。前述の大谷（1995 ｂ）の「発見の状況」とも関わることであるが，「今，
気づいた」という現場密着的な想起の表現をする場合に「無助詞文」になるということも考えられ
るのではないだろうか。「発見の状況」の用例が本調査では少なかったため，今後の課題としたい。
【例 32】5769　→あ，←いんげんΦ食べるー，これ。　10 Ｃ［女性］
発話の最後に「これ」と述べられている通り，この用例の「いんげん」は現場にあるものであり，
定の名詞である。格助詞「を」を入れるとその場に他にも食べ物がある中で，「いんげん」を選んだ
という排他の意味になり，係助詞「は」を入れると他の食べ物は食べない，という対比の意味になる。
【例 33】3915　うちドイツ語とフランス語しかなかったなー第 2 は。09 Ｌ
　　　　3916　英語は必修。　09 Ｌ
　　　　3917　英語は必修だったねー。　09 Ｍ
　　　　3918　でフランス語かドイツ語か選べる。　09 Ｌ
雑談におけるヲ格動詞を述語とした無助詞文　―名詞（句）の出現位置・種類別による分析に基づき―（苅宿）148
　　　　3919　だいたいドイツ語Φ選んでるよね，みんな。　09 Ａ［男性］
【例 26】〜【例 32】まで，「無助詞文」の例を見てきたが，「無助詞文」の文タイプで例外的に助
詞の有無で文全体の意味が変わらない場合があり，それが【例 33】である。【例 33】は前の発話で「ド
イツ語」という語が出てきており，定の名詞で助詞が使われていない例である。しかし，動詞が「選ぶ」
のようなもともと排他的な意味のある語であると，助詞が使われていない例でも排他の意味が含ま
れる。格助詞「を」が使われている方が助詞が使われていない例よりも排他の意味が強いとはいえ，
文全体の意味は助詞が入っても入っていなくてもあまり変わらない。
【例 33】のような場合を除けば，主節で文頭において使われた普通名詞が「定」の名詞である場合，
「無助詞文」であるといえる。
以下では，「⑦無助詞文　主節 / 文頭 / 普通名詞（定）」と同じ文タイプで助詞が使われている例が，
排他や対比の意味になっていることを確認する。
【例 34】5090　〈笑いながら〉こないだのお話ですとー，（うん　他者（男））しんちゃんは首輪を切っ
て，どっか行ってしまって，（うん　他者（男））そいで，帰ってきた，んでしょ↑，
一度。　10 Ａ
　　　　5091　それは首輪を切ったんじゃなくてね，（うん　Inf（女））鎖を切ったの。　10 Ｃ
　　　　5092　鎖を。　10 Ａ
　　　　5093　うん。　10 Ｃ
　　　　5094　あのー，つながれている↑　10 Ａ
　　　　5095　鎖を★切ったの。　10 Ｃ［女性］
この用例は，「普通は鎖を切るとは思わないが，他でもない鎖を切った」という意味の発話であり，
格助詞「を」は排他の意味で使われている。この発話の場合，格助詞「を」に音声的にも強調が置
かれることが予想されるが，強調がなくてもやはり排他の意味になると考えられる。
【例 35】8245　［名字］さんは紅葉（こーよー）とか見に行かないんですか↑，ドライブとかして。
14 Ｈ
　　　　8246　紅葉↑（こーよー）　14 Ｉ
　　　　8247　うん。　14 Ｈ
　　　　8248　紅葉狩↑（もみじがり）　14 Ｉ
　　　　8249　うん。　14 Ｈ
　　　　8250　紅葉狩（もみじがり）ってどうゆうことするの。　14 Ｉ
　　　　8251　紅葉（もみじ）を見る。　14 Ｈ
　　　　8252　狩りに行くの。　14 Ｉ
　　　　8253　そう。　14 Ｈ［女性］
この用例も，紅葉狩はどういうことをするかといえば，他でもない紅葉を見るに決まっている，
ということを表す発話であり，格助詞「を」は排他の意味で使われている。
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【例 36】10582　今日は［名字］さんの，誕生日のおすそわけのパイですが。〈間 4 秒〉　18 Ａ
　　　　10583　何が入ってる★＃＃。　18 Ｃ
　　　　10584　→何が←入っているの↑，この中に。　18 Ａ
　　　　10585　なんかアーモンド。〈言い淀み〉　18 Ｃ
　　　　10586　はあ。　18 Ａ
　　　　10587　なんだか胡桃みたい＃，＃＃＃じゃないですよね↑，アーモンド何て言うんで
しょ，こういうの。〈間 4 秒〉　18 Ｃ
　　　　10588　餡みたいなの↑　18 Ａ
　　　　10589　クランブルですね↑　18 Ｃ
　　　　10590　ふーん↑　18 Ａ
　　　　10591　クランブルって何でしょう＃＃。　18 Ｂ
　　　　10592　クランブル？　18 Ａ
　　　　10593　ふん★ふん。　18 Ａ
　　　　10594　→何で←できてるのか，分かりませんけど。〈間 7 秒〉　18 Ｃ
　　　　- 略 -
　　　　10615　せっかくのお菓子をこぼしてしまいました。　18 Ａ［女性］
この用例は「誕生日のおすそわけのパイ」を食べながら話している場面である。パイの話をして
から一度，別の話になり，別の話の途中で唐突に 10615 の発話が入る。こぼしたのは「誕生日のお
すそわけのパイ」であり，「せっかくの」という表現もあるため，この例の格助詞「を」も排他の意
味であると考えられる。
【例 37】8085　うん，＃＃＃だとか，＃＃＃＃，あのー，なんかねー電話使えなくなっちゃった。
16 Ａ
　　　　8086　★そうするとー。　16 Ａ
　　　　8087　→いやだなー。←　16 Ｇ
　　　　8088　電話もファックスも。　16 Ａ
　　　　8089　東京から＃＃＃＃＃＃，今つなげるでしょー↑｛うん　（16 Ａ）｝，なんにでも。
16 Ｇ
　　　　8090　だから，電話とファックスぐらいは使わせてもらわないとねー。16 Ａ
　　　　8091　そうだよなー。　16 Ｇ［男性］
8088 の発話で、「電話もファックスも」というように使われているため，【例 37】の「電話とファッ
クス」は定の名詞である。【例 37】の「は」は「他のものは使わせてもらえなくても」という対比の
意味を含意している。
「⑦無助詞文　主節／文頭／普通名詞（定）」の文タイプで助詞が使われている場合は，「排他」や「対
比」の意味が含意され，助詞が使われていない例とは文全体の意味が異なる。
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以上に見てきたように「無助詞文」の文タイプでは，助詞が使われると「排他」や「対比」の意
味が含意されるため，助詞がない文と同じ意味の文を表すためには助詞が使えないということがわ
かった。
5．まとめ
本稿では名詞とヲ格動詞とが結びつくときに助詞が使われていない例を 4 種類の「助詞の省略」
と 3 種類の「無助詞文」とに分類した。「助詞の省略」は格助詞「を」を使っても文全体の意味が変
わらない例であった。「無助詞文」は助詞を使うと文全体の意味が変わってしまう文であった。本稿
の「無助詞文」は以下のような例であった。
Ⅰ　当該名詞（句）が主節相当のグループで出現している。
Ⅱ　当該名詞（句）が文頭に出現している。
Ⅲ　当該名詞（句）が定の名詞である。
Ⅰについては，独立性が低く一文相当の機能を持たない従属節中で使われた名詞（句）の助詞の
有無では文全体の意味が変わらないということである。一文相当の機能を持つ独立性の高い発話の
中で使われた名詞（句）が助詞を伴うかどうかということが「無助詞文」の成立に関わっていると
いうことである。
Ⅱについては，その発話に出現する格成分のうち，どの位置で当該名詞（句）が使われるかとい
うことが「無助詞文」の成立に関わっているということである。文頭に当該名詞（句）が出現して
いる場合に「無助詞文」になるということは，つまり当該名詞（句）がその発話の主題として提示
されていることが「無助詞文」の条件の一つであるということである。
Ⅲについては，主題として提示された名詞（句）が「一般的な概念」を指しているのではなく，
話し手と聞き手との共有知識をもとに「具体的なもの」を指しているということである。代名詞や
指示詞つき名詞は談話の現場にある「具体的なもの」である。本調査で出現した形式名詞は「そん
なこと」などのような例であり，すべて「具体的なもの」を指していた。普通名詞も「無助詞文」
になる場合には，話し手と聞き手との共有知識による「定」の普通名詞であり「具体的なもの」を
指していた。
以上のⅠ〜Ⅲのすべての条件を満たした名詞（句）が用いられるとき，「無助詞文」となる。「無
助詞文」とは当該名詞（句）がその発話の主題として提示されており，それが話し手と聞き手との
共有知識にある特定のものであることを示す，という機能を有した文であると考えられる。
6．今後の課題
本調査では雑談資料のみを扱ったが，改まり度の異なる談話において，どのような様相を呈して
いるのか，雑談とは別の資料を用いて考察したい。また，本調査では用例数が少なかった項目につ
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いても用例を増やし再検討したい。
本調査ではヲ格動詞のみを扱ったが，ガ格動詞の調査も行い，ヲ格とガ格の「無助詞文」の共通
点と相違点を明らかにし，統一的な観点での記述を目指したい。「無助詞文」は談話に特徴的な言語
形式であり，「無助詞文」の考察を通して「無助詞文」の談話機能を明らかにするとともに，談話の
しくみについても今後考察していきたい。
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